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(57)【要約】
【課題】電源オフ又はジョブのキャンセルの前、又はジ
ャム解除後に、強制的にクリーニングを実行するか否か
の選択画面を表示する画像形成装置を提供する。
【解決手段】トナー像を用紙に定着する定着部４２と、
ジャムを検出するジャム検出手段と、用紙上にトナー像
を形成せずに定着部４２に搬送し定着部材に付着してい
るトナーを除去するクリーニングモードの実行、および
用紙の搬送を制御する制御手段３００とを有する画像形
成装置であって、ジャム検出手段は定着手段における用
紙のジャムを検出するセンサ３０８を有し、ジャムが検
出された場合、直ちにクリーニングモードを実行するか
否かの選択画面を表示させる表示制御手段３０９を有し
、制御手段３００は、選択画面にてクリーニングモード
の実行が選択された場合、クリーニングモードを実行す
るように制御することを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙上にトナー像を形成する画像形成部と、前記画像形成部にて形成されたトナー像を
定着部材により用紙に定着する定着部と、用紙のジャムを検出するジャム検出手段と、給
紙トレイから用紙を搬送し、前記画像形成部にて用紙上にトナー像を形成せずに前記定着
部に搬送し、前記定着部材に付着しているトナーを除去して前記定着部材をクリーニング
するクリーニングモードの実行、および用紙の搬送を制御する制御手段とを有する画像形
成装置であって、
　前記ジャム検出手段は少なくとも前記定着手段における用紙のジャムを検出するセンサ
を有し、
　前記ジャム検出手段にて用紙のジャムが検出された場合、直ちに前記クリーニングモー
ドを実行するか否かの選択画面を表示手段に表示させる表示制御手段を有し、
　前記制御手段は、前記選択画面にてクリーニングモードの実行が選択された場合、用紙
を搬送して前記クリーニングモードを実行するように制御する
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　用紙上にトナー像を形成する画像形成部と、前記画像形成部にて形成されたトナー像を
定着部材により用紙に定着する定着部と、用紙のジャムを検出するジャム検出手段と、給
紙トレイから用紙を搬送し、前記画像形成部にて用紙上にトナー像を形成せずに前記定着
部に搬送し、前記定着部材に付着しているトナーを除去して前記定着部材をクリーニング
するクリーニングモードの実行、および用紙の搬送を制御する制御手段とを有する画像形
成装置であって、
　前記ジャム検出手段は少なくとも前記定着部における用紙のジャムを検出するセンサを
有し、
　前記ジャム検出手段にて用紙のジャムが検出された後に、ジャムの解除が検出された場
合に、直ちに前記クリーニングモードを実行するか否かの選択画面を表示手段に表示させ
る表示制御手段を有し、
　前記制御手段は、前記選択画面にてクリーニングモードの実行が選択された場合、用紙
を搬送して前記クリーニングモードを実行するように制御する
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記センサにより定着部での用紙のジャムを検出してから用紙のジャ
ムの解除を検出するまでに、所定の操作を検知した場合、前記表示制御手段に所定操作の
検知を通知し、
　前記表示制御手段は、前記通知を受けて前記選択画面を表示手段に表示させる
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記所定の操作とは、電源オフ操作又はジョブキャンセル操作であることを特徴とする
請求項３に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ジャムが発生した場合に白紙を通紙して定着部のクリーニングを行う画像形
成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　トナー像を用紙上に転写し、定着前の転写されたトナー像である未定着トナー像を熱溶
融させ圧力をかけて定着部で定着させる電子写真方式の複写機やプリンタなどの画像形成
装置がある。この画像形成装置の一例として、図１に示す画像形成装置を用いて説明する
。図２に示すように、まず感光体から中間転写ベルトにトナー像が１次転写され、次にそ
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のトナー像が用紙に２次転写される、そして、この時点では用紙にはトナーが載せられた
状態であり、用紙に固定されていなく未定着の状態であり、このままではトナーは簡単に
剥がれてしまう。そこで、次に定着ベルト又は定着ローラなどの定着部材、及び定着部材
と対をなす圧接ローラの間に用紙が送られてきた時に、それらで用紙を挟持し（この挟持
部分を「ニップ部」という。）、定着部材で熱をかけ用紙上のトナー像を溶かすとともに
、圧接ローラで圧力をかけることでトナーを用紙上に定着させている。
【０００３】
　このような画像形成装置において、ジャム発生時には用紙を搬送する駆動系などが止め
られてしまうため、定着部のニップ部に用紙が挟持されている場合には、トナーが接して
いる側である定着部材にトナー像が付いたまま残ってしまう。特に、溶融したトナーの粘
度が高かったり、写真画などの印字率が高くかつ紙先端からトナーが多く乗っている画像
だったりした場合、図２に示すように用紙が定着部材にくっつき定着部でジャムが起こり
やすくなる。この場合、用紙を取り除いたときに、定着部材の表面に大量のトナーが付着
して残留してしまうおそれがある。これらの発生を検知するために、定着部には、図１に
示すように、ニップ部の前後に入口センサ１０２、及び出口センサ１０３が設置されてお
り、入口センサ１０２で用紙が定着部に入ったことを検知した後、用紙が通過するのに要
する所定時間内に、出口センサ１０３で用紙が定着部から排出されたことを検知しない場
合、または、各センサが用紙を検知したままの状態で滞留している場合、画像形成装置は
定着部内にて用紙のジャムが発生したと判断する。
【０００４】
　そこで、従来、ジャム処理後のプリント再開前に、画像未形成の用紙を通紙して定着部
材の表面に付着し残留しているトナーを画像未形成の用紙に転移させて定着部材から除去
回収する定着部のクリーニング方式（例えば、特許文献１参照）が提案されている。さら
に、後処理される場合であっても、ジャム処理後クリーニングのために通紙された用紙が
混在して後処理されることのない画像形成装置（例えば、特許文献２参照。）や、通紙中
のジャムの発生に伴うジャムリカバリー後に、給紙装置からの白紙の転写紙を通紙し定着
部をクリーニングする画像形成装置（例えば、特許文献３参照。）などが提案されている
。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－９８８８８号公報
【特許文献２】特開２００６－１５４１９２号公報
【特許文献３】特開２０００－８６０１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記画像形成装置による定着部のクリーニングを行えば、ジャム発生による定着部材の
汚れを除去し、残留しているトナーを次の画像形成に汚れとして用紙に付着させることを
回避することができる。しかし、電源オフが行われたりジョブのキャンセルが行われたり
すると、ジャム発生時に定着部に用紙が残っていたためクリーニングが必要という状態で
あったという情報が消えてしまう。ここで、電源オフとは、画像形成装置の電源がユーザ
によりオフにされた場合、予め設定されている電源シャットオフ時間になり自動的に電源
が切られた場合、及びユーザにより省エネ待機モードのスイッチが押され画像形成装置が
休止状態になった場合などがある。また、ジョブのキャンセルとは、ジャムを起こしたジ
ョブを直接キャンセルする操作、画像形成条件の変更、及びジョブを実行しているユーザ
のログオフなどがある。
【０００７】
　そして、従来技術では、ＤＩＰスイッチの設定によって白紙を通紙してクリーニングを
行うか否かを選択可能とした装置が存在するが、この画像形成装置はジャム解除にＤＩＰ
スイッチがクリーニングを行なう設定になっている場合、ジャムが発生したことを記憶し
ておき、白紙の用紙の通紙が可能な状態になった時に自動的に白紙の用紙を通紙するもの
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であり、白紙の用紙の通紙が可能な状態になる前に電源をオフする操作や、ジョブ（ユー
ザ或いは操作者によって要求される画像出力単位）をキャンセルする操作を実施した場合
には、クリーニングが行われなかったり、次のユーザの新たなジョブを実施する際に、突
然クリーニングが行われてしまい、意に反して用紙をクリーニングのために使われてしま
ったりするといった問題がある。
【０００８】
　この発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、クリーニングモードの未実行を
回避できる画像形成装置を提供することを目的としている。
【０００９】
　また、クリーニングモードの実行の設定情報が消失する操作が行われた場合においても
、クリーニングモードの実行が確実になされるようにする画像形成装置を提供することを
目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、（１）本発明の画像形成装置は、用紙上にトナー像を形成
する画像形成部と、前記画像形成部にて形成されたトナー像を定着部材により用紙に定着
する定着手段と、用紙のジャムを検出するジャム検出手段と、給紙トレイから用紙を搬送
し、前記画像形成部にて用紙上にトナー像を形成せずに前記定着手段に搬送し、前記定着
部材に付着しているトナーを除去して前記定着部をクリーニングするクリーニングモード
の実行、および用紙の搬送を制御する制御手段とを有する画像形成装置であって、前記ジ
ャム検出手段は少なくとも前記定着手段における用紙のジャムを検出するセンサを有し、
前記ジャム検出手段にて用紙のジャムが検出された場合、直ちに前記クリーニングモード
を実行するか否かの選択画面を表示手段に表示させる表示制御手段を有し、前記制御手段
は、前記選択画面にてクリーニングモードの実行が選択された場合、用紙を搬送して前記
クリーニングモードを実行するように制御することを特徴とするものである。
【００１１】
　（２）また、本発明の画像形成装置は、用紙上にトナー像を形成する画像形成部と、前
記画像形成部にて形成されたトナー像を定着部材により用紙に定着する定着手段と、用紙
のジャムを検出するジャム検出手段と、給紙トレイから用紙を搬送し、前記画像形成部に
て用紙上にトナー像を形成せずに前記定着手段に搬送し、前記定着部材に付着しているト
ナーを除去して前記定着部をクリーニングするクリーニングモードの実行、および用紙の
搬送を制御する制御手段とを有する画像形成装置であって、前記ジャム検出手段は少なく
とも前記定着手段における用紙のジャムを検出するセンサを有し、前記ジャム検出手段に
て用紙のジャムが検出された後に、ジャムの解除が検出された場合に、直ちに前記クリー
ニングモードを実行するか否かの選択画面を表示手段に表示させる表示制御手段を有し、
前記制御手段は、前記選択画面にてクリーニングモードの実行が選択された場合、用紙を
搬送して前記クリーニングモードを実行するように制御することを特徴とするものである
。
【００１２】
　（３）また、本発明の画像形成装置は、前記制御手段は、前記センサにより定着手段で
の用紙のジャムを検出してから用紙のジャムの解除を検出するまでに、所定の操作を検知
した場合、前記表示制御手段に所定操作の検知を通知し、前記表示制御手段は、前記通知
を受けて前記選択画面を表示手段に表示させることを特徴とする前記（２）に記載の画像
形成装置である。
【００１３】
　（４）また、本発明の画像形成装置は、前記所定の操作とは、電源オフ操作又はジョブ
キャンセル操作であることを特徴とする前記（３）に記載の画像形成装置である。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１に記載の画像形成装置によると、定着部でのジャムの発生を検知した場合に、
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直ちにクリーニングモードを実行するか否かの選択画面が表示される。これにより、電源
オフやジョブのキャンセルの前に、ユーザにクリーニングモードの実行の必要性を認識し
てもらうことができ、クリーニングモードを実行するか、又はクリーニングモードを実行
しないかが必ず決定されるため、電源のオフやジョブのキャンセルなどの操作のために、
ユーザの判断なくクリーニングモードが実行されない状況を回避することができる。
【００１５】
　請求項２に記載の画像形成装置によると、ジャムが解除された後に、直ちに必ずクリー
ニングモードを実行するか否かの選択画面が表示される。これにより、ジャムの解除の操
作時にクリーニングモードの実行の必要性をユーザが確認した上で、クリーニングモード
を実行するか否かを選択することができる。さらに、次のユーザの他のジョブの実行時に
突然クリーニングが行われる状況を回避することができる。
【００１６】
　請求項３に記載の画像形成装置によると、ジャムが発生した後、その後の動作にあわせ
て、クリーニングモードを実行するか否かの選択画面が表示することができる。これによ
り、ジャム解除後にクリーニングモードを実行するか否かの判断を行うことを前提に、ジ
ャム解除以前の電源オフやジョブのキャンセルによるユーザの判断なくクリーニングが行
われない状態を減らすことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
〔第１の実施形態〕
［画像形成装置］
　本発明に係る画像形成装置としては、電子写真方式のプリンタ、複写機およびファクシ
ミリなどがある。本実施形態では、カラー出力可能なプリンタ、複写機およびファクシミ
リ等を複合したカラー複合機を例とした画像形成装置について説明する。
【００１８】
　この発明の実施形態に係る画像形成装置１０の構成の一例について、図１を参照して説
明する。図１は、本発明の実施形態に係る画像形成装置１０の概略構成図である。
【００１９】
［構成］
　図１に示すように、この実施形態に係る画像形成装置１０は、自動原稿搬送装置（ＡＤ
Ｆ：Ａｕｔｏ　Ｄｏｂｕｍｅｎｔ　Ｆｅｅｄｅｒ）２０、読取部３０及び、プリンタ部４
０を備え構成される。なお、本実施形態の画像形成装置１０における画像形成方式は、周
知の電子写真方式を利用したタンデム方式による。この発明の実施形態に係る画像形成装
置は、定着部に付着した残留トナーのクリーニングを行うクリーニングモードの実行では
、用紙を通紙してクリーニングを行う。このクリーニングモード実行時には、制御部６０
（図２）が定着部４２の定着線速を切換える構成となっている。以下、画像形成装置１０
の各部の構成について説明する。
【００２０】
　図１に示す自動原稿搬送装置２０は、原稿載置トレイ２１に積載された原稿２を１枚ず
つ読取部３０の読取位置に搬送し、読み取り後の原稿を排紙トレイ２７に排紙する。また
、原稿２が両面原稿である場合、片面が読み取られた後の原稿２は、反転ローラ２６によ
り表裏が反転されて再び読取部３０へ再搬送される。
【００２１】
　自動原稿搬送装置２０は、原稿載置トレイ２１に積載された原稿２を最上部から順に給
紙する給紙ローラ２２と、原稿２の読取位置となるスリットガラス３１上で原稿２を搬送
しながら通過させるための搬送ローラ２３と、給紙ローラ２２によって給紙された原稿２
を搬送ローラ２３の周面に沿って搬送する搬送ローラ２４とを備えている。また、スリッ
トガラス３１上を通過した原稿２の進行方向を切り替える切替爪２５と、両面原稿の表裏
を反転させるための反転ローラ２６と、読み取りの完了した原稿２が排紙される排紙トレ
イ２７などを有している。
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【００２２】
　読取部３０は、原稿２のカラー画像を読み取る機能を有する。より詳細に説明すると、
読取部３０は、原稿２をレッド（Ｒ）、グリーン（Ｇ）、ブルー（Ｂ）の３色に分けて光
学的に読み取り、読み取られた画像データをイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（
Ｃ）、ブラック（Ｋ）の４色の濃度データに変換し、これら４色の画像データをそれぞれ
出力するようになっている。
【００２３】
　読取部３０は、光源３３とミラー３４とからなる露光走査部３５と、原稿２からの反射
光を受光しその光強度に応じた電気信号を色別に出力するカラー方式のＣＣＤ３６と、原
稿からの反射光をＣＣＤ３６へ集光する集光レンズ３７と、露光走査部３５のミラー３４
からの反射光をＣＣＤ３６へ導くための各種のミラー３８とを備えている。
【００２４】
　自動原稿搬送装置２０によって給紙された原稿２を読み取るときは、露光走査部３５が
スリットガラス３１の下方の読取位置へ移動して停止し、その上を搬送ローラ２３によっ
て搬送されてくる原稿２を読み取るようになっている。また、プラテンガラス３２上に載
置された原稿２を読み取る場合には、プラテンガラス３２の下面に沿って左から右へと露
光走査部３５が走査してプラテンガラス３２上に載置された静止状態の原稿２を読み取る
ようになっている。
【００２５】
　プリンタ部４０は、電子写真方式を利用したタンデム方式のカラープリンタである。プ
リンタ部４０は、画像形成部４１と、定着部４２と、用紙を給紙する給紙部７０と、給紙
された用紙を搬送する搬送部８０とを備えている。画像形成部４１は無端ベルト状の中間
転写ベルト４３と、中間転写ベルト４３上に単一色（Ｙ、Ｍ、Ｃ、ＢＫ）の画像をそれぞ
れ形成する複数の像形成ユニット５０Ｙ、５０Ｍ、５０Ｃ、５０Ｋと、２次転写部材４５
とクリーニング装置４４とを備えている。
【００２６】
　像形成ユニット５０Ｙは、イエロー（Ｙ）色の画像を中間転写ベルト４３上に形成する
。像形成ユニット５０Ｍは、マゼンタ（Ｍ）色の画像を中間転写ベルト４３上に形成する
。像形成ユニット５０Ｃは、シアン（Ｃ）色の画像を中間転写ベルト４３上に形成する。
像形成ユニット５０Ｋは、ブラック（Ｋ）色の画像を中間転写ベルト４３上に形成する。
【００２７】
　像形成ユニット５０Ｙは、静電潜像が形成される円筒状の感光体ドラム５１Ｙと、その
周囲に配置された帯電装置５２Ｙと、現像装置５３Ｙと、クリーニング装置５４Ｙとを有
する。また、レーザーダイオードと、ポリゴンミラーと、各種レンズおよびミラーなどで
構成されたレーザーユニット５５Ｙとを備えている。
【００２８】
　感光体ドラム５１Ｙは、図示省略の駆動部に駆動されて一定方向（図中の矢印Ａ方向）
に回転する。帯電装置５２Ｙは、感光体ドラム５１Ｙを一様に帯電させる。レーザーユニ
ット５５Ｙは、イエロー色の画像データに応じてオンオフされるレーザー光を感光体ドラ
ム５１Ｙに照射して感光体ドラム５１Ｙ上に静電潜像を形成する。現像装置５０Ｙは、こ
の静電潜像をイエロー色のトナーによって顕像化する。このトナー像は、中間転写ベルト
４３と１次転写位置で中間転写ベルト４３に転写される。クリーニング装置５４Ｙは、転
写後に感光体ドラム５１Ｙの表面に残留するトナーをブレードにて除去し回収する。
【００２９】
　像形成ユニット５０Ｍ、５０Ｃ、５０Ｋは、トナーの色が相違することと、それぞれの
色に対応する画像データでレーザー光がオンオフされる点を除いて像形成ユニット５０Ｙ
と同一の構成を有する。なお、対応する構成要素には、数字部分が同一であって添え字が
異なる符号（Ｙに代えてＭ、Ｃ、Ｋ）を付してある。　
【００３０】
　中間転写ベルト４３は、複数のローラを巻回して回動可能に支持されている。中間転写
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ベルト４３は、図示省略の駆動部により矢印Ｂの示す方向に周回する。周回する過程にお
いて、中間転写ベルト４３上に（Ｙ）、（Ｍ）、（Ｃ）、（Ｋ）の順に、像形成ユニット
５０Ｙ、５０Ｍ、５０Ｃ、５０Ｋで形成された各色のトナー像が形成される。このカラー
トナー像は中間転写ベルト４３の周回経路の下端部に設けた２次転写位置Ｄで２次転写部
材４５により中間転写ベルト４３の用紙に一括で２次転写される。２次転写後に中間転写
ベルト４３上に残留しているトナーは、クリーニング装置４４によって除去される。
【００３１】
　定着部４２は、熱源としてハロゲンランプ（不図示）を内蔵し、定着部材である定着ベ
ルト４２ａを張架する定着ローラ４２ｃと圧接部材である加圧ローラ４２ｂとを有し、２
次転写位置Ｄにて中間転写ベルト４３上からトナー像が転写された用紙Ｐを、定着ベルト
４２ａを介し、定着ローラ４２ｃと加圧ローラ４２ｂとで挟持して、加熱、加圧して圧着
することにより、トナー像を用紙Ｐへ定着させる。定着部４２から排紙される用紙は、そ
のまま排紙手段３０４で排紙されるか、反転経路８０ｂへ搬送される。
【００３２】
　給紙部７０には、複数の給紙トレイ７１があり、サイズや紙種の異なる用紙が収容され
る。各給紙トレイ７１の下流側には、給紙トレイ７１に収容された最上部の用紙を１枚ず
つ搬送部８０に向けて給紙する第１給紙ローラ７２が設けられている。また、各給紙トレ
イ７１の下流側には、送り出された用紙を検知するための第１給紙センサ７３を設けてい
る。
【００３３】
　搬送部８０は、給紙トレイ７１から搬送された用紙を２次転写位置Ｄおよび定着部４２
を通過させて、排紙手段３０４が機外の排紙トレイに排紙する通常経路８０ａと、定着部
４２を通った用紙の表裏を反転させて２次転写位置Ｄの上流で再び通常経路８０ａへ合流
させる反転経路８０ｂとを含んでいる。各経路８０ａ、８０ｂは、最小サイズの用紙の送
り方向サイズより短い間隔で多数の搬送ローラ８１を有している。
【００３４】
　搬送部８０のうち、２次転写位置Ｄの上流側には用紙の先端を検知するための先端検知
センサ８２があり、更に上流側にはレジストローラ８３がある。レジストローラ８３の更
に上流側には、用紙が到達したことを検知するための第２給紙センサ８４が配置されてい
る。
【００３５】
　給紙トレイ７１から送り出された用紙は、レジストローラ８３に突き当てられて一旦停
止し、搬送が再開される。画像形成された用紙は、機外へ排紙される。
【００３６】
　図３は本実施形態に係る画像形成装置における機能を表すブロック図である。図３にお
ける制御手段３００はＣＰＵ及びその動作を規定するプログラムで構成されている。また
、図３における実線矢印はデータの流れを示しており、１点鎖線は制御信号の流れを表わ
している。ただし、実際は制御手段３００を介してデータの受け渡しが行われるが、以下
では説明の都合上、各手段同士が直接データの受け渡しを行っているように説明するとき
がある。操作表示部３１０は入力手段３１１及び表示手段３１２を備えている。
【００３７】
（ジャムが発生した場合）
　本実施形態に係る画像形成装置において、ジャムが発生した場合について説明する。ジ
ャムは、搬送経路のどこかで用紙が詰まることにより発生する。
【００３８】
　センサ３０８は、搬送経路の各部のセンサであり、例えば、図１に示す７３，８４，８
２、１０２、１０３である。そして、制御手段３００は、所定のセンサで用紙の通過を確
認した後に、規定の時間内に用紙の通過が確認できないときに、ジャムの発生を検出し判
断する。
【００３９】
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　制御手段３００はジャム発生を検出すると、定着部４２に用紙が残っているか否かを検
出する。ここで、制御手段３００は、背景技術で記載したように、入口センサ１０２で用
紙が定着部４２に入ったことを検知し、その後ジャムが起こるまでに出口センサ１０３で
用紙が定着部４２から排出されたことを検知していない場合、または、各センサ上にて用
紙を検知している状態で滞留している場合、画像形成装置は定着部４２内に用紙が残され
ていると判断する。
【００４０】
　制御手段３００は、用紙が定着部４２に残っていると判断した場合、表示制御手段３０
９に定着部４２における用紙の残留を通知する。
【００４１】
　表示制御手段３０９は、定着部４２における用紙の残留の通知をうけて、表示手段３１
２に、図４に示すような、白紙の用紙を通紙しての定着部４２のクリーニングを行うクリ
ーニングモードの実行を行うか否かの選択画面を表示させる。
【００４２】
　ユーザは、操作表示部３１０を使用して、表示手段３１２に図４に示すクリーニングモ
ードの実行を行うか否かの選択画面を確認し、入力手段３１１により定着部４２のクリー
ニングを実行するか否かを入力する。例えば、図４に示す「はい」のボタン４０１を押下
することでクリーニングモードの実行を選択し、図４に示す「いいえ」のボタン４０２を
押下ことでクリーニングモードを実行しないことを選択する。
【００４３】
　制御手段３００は、ユーザのクリーニングモードの実行の選択を受けて、内部に持つ不
揮発性メモリなどの記憶手段（不図示）にクリーニングモードの実行を記憶する。さらに
、ユーザにより詰まった紙を取り除かれるなどの操作によりジャムの解除が行われ、定着
部４２がレディ状態になった後に、制御手段３００は、記憶手段を参照し、クリーニング
モードの実行の情報があれば、給紙手段３０１に白紙の用紙を給紙させ、搬送経路を通し
て、定着部４２に該白紙の用紙を通紙し定着部４２のクリーニングを行う。ここで、本実
施形態の画像形成装置では、画像形成装置内の各部にアクセスするためのドアを開けるこ
とでドアスイッチがオフにされることで駆動系の電源がオフにされ、ジャムの解除を行っ
た後に、ドアを閉めることでドアスイッチがオンになり駆動系の電源がオンになる。制御
手段３００は、このドアスイッチのオンを受けて、各センサが用紙を検知していない場合
にジャムの解除が行なわれたと判断する。また、定着部４２がレディ状態とはジャムが解
除され、さらに用紙がセットされ温度が一定温度に上昇したりすることで、用紙の通紙が
可能になった状態を指す。
【００４４】
　その後、画像形成装置はユーザからの操作表示部３１０を使用したジョブの再実行を受
けて、前記画像形成を再度行う。
【００４５】
　次に、本実施形態に係る画像形成装置における定着部４２のクリーニングモードの実行
の動作の流れを図５を参照して説明する。図５は本実施形態に係る画像形成装置における
定着部４２のクリーニングモードの実行のフローチャートである。
【００４６】
　ステップＳ００１：センサ３０８は、搬送経路に配置されたセンサを用いてジャムが発
生したかを検出する。定着部４２でのジャムの発生を検知した場合にはステップＳ００２
に進み、定着部４２でのジャムが発生していない場合にはクリーニングモードを実行せず
終了する。
【００４７】
　ステップＳ００２：制御手段３００は、定着部４２に用紙が残留しているか否かを検出
する。用紙が残留している場合にはステップＳ００３に進み、用紙がない場合にはクリー
ニングモードを実行せず終了する。
【００４８】
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　ステップＳ００３：表示制御手段３０９は、表示手段３１２に定着部４２のクリーニン
グを実行するか否かの選択画面を表示させる。
【００４９】
　ステップＳ００４：ユーザは、操作表示手段３１０を使用して、定着部４２のクリーニ
ングを実行するか否かを選択する。定着部４２のクリーニングモードを実行する場合には
ステップＳ００５に進み、実行しない場合にはクリーニングモードを実行せず終了する。
【００５０】
　ステップＳ００５：制御手段３００は、定着部４２がレディ状態か否かを判断し、レデ
ィ状態になった場合ステップＳ００６に進む。
【００５１】
　ステップＳ００６：制御手段３００は、白紙の用紙を通紙することで定着部４２のクリ
ーニングを実行する。
【００５２】
　以上のように、ジャムが発生したときに定着部４２のニップ部に用紙が残留している場
合には、直ちにクリーニングモードを実行するか否かの選択画面が表示され、ユーザはど
ちらかを選ぶ必要がある。このように、ジャムが発生すれば直ちにクリーニングモードを
実行するか否かが選択されるので、電源オフやジョブのキャンセルにより、自動的に定着
部４２のクリーニングモードの実行がキャンセルされることを減らすことや、次のユーザ
の他のジョブの実行時に突然クリーニングが行われる状態を減らすことが可能となる。
【００５３】
〔第２の実施形態〕
　以下、この発明の第２の実施形態に係る画像形成装置について説明する。
【００５４】
　第２の実施形態においても、通常の画像形成については第１の実施形態と同様の動作を
する。そこで、以下、第２の実施形態におけるジャムが発生した場合の画像形成装置の動
作を説明する。
【００５５】
　センサ３０８は、搬送経路の各部にセンサを持ち、用紙のセンサの通過が確認できない
ときに、ジャムの発生を検出する。
【００５６】
　センサ３０８は、ジャムの発生を検出すると、制御手段３００にジャム発生の通知を行
う。
【００５７】
　制御手段３００は、ジャム発生の通知を受けて、定着部４２に用紙が残っているか否か
を検出する。ここで、制御手段３００は、第１の実施形態と同様、図１における入口セン
サ１０２で用紙が定着部に入ったことを検知し、その後ジャムが起こるまでに出口センサ
１０３で用紙が定着部から排出されたことを検知していない場合、または、各センサ上に
用紙が載っている状態で残されている場合、画像形成装置は定着部内に用紙が残されてい
ると判断する。
【００５８】
　電源オフ検出部６０２は、画像形成装置の電源オフ操作を検出する。ここで、画像形成
装置の電源オフとは、例えば、画像形成装置の電源がユーザによりオフにされた場合、予
め設定されている電源シャットオフ時間になり自動的に電源が切られた場合、及びユーザ
により省エネ待機モードのスイッチが押され画像形成装置が休止状態になった場合などが
ある。そして、電源オフ操作とは、電源オフが実行される場合であって、その指令信号を
制御手段３００が受け取った場合である。
【００５９】
　このような電源オフが行われると、制御手段３００が検出したジャム発生時に定着部４
２に用紙が残っていたという情報が消去されてしまい、画像形成装置は定着部４２のクリ
ーニングモードの実行が必要な状態であるという判断が出来なくなってしまう。
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【００６０】
　そこで、電源オフが実行される前に、電源オフ検出部６０２は、表示制御手段３０９に
電源オフ操作の検出の通知を行う。
【００６１】
　ジョブキャンセル検出部６０３は、ジャムを発生させたジョブキャンセル操作を検出す
る。ここで、ジョブのキャンセルとは、例えば、ジョブを直接キャンセルする操作、画像
形成条件の変更、及びジョブを実行しているユーザのログオフなどがある。そして、ジョ
ブキャンセル操作とは、ジョブのキャンセルが実行される場合であって、その指令信号を
制御手段３００が受け取った場合である。
【００６２】
　このようなジョブのキャンセルが行われると、制御手段３００が検出したジャム発生時
に定着部４２に用紙が残っていたという情報が消去されてしまい、画像形成装置は定着部
４２のクリーニングモードの実行が必要な状態であるという判断が出来なくなってしまう
。
【００６３】
　そこで、ジョブのキャンセルが実行される前に、ジョブキャンセル検出部６０３は、表
示制御手段３０９にジョブキャンセル操作の検出の通知を行う。
【００６４】
　ジャム解除検出部６０１は、ユーザがジャムを解除したことを検出する。ここでジャム
解除の検出は、画像形成装置内の各部にアクセスするためのドアを開けるとドアスイッチ
がオフされることで駆動系の電源がオフにされ、ドアスイッチセンサ６０４がそれを検知
する、さらに、ジャムの解除を行った後にドアを閉めることでドアスイッチがオンになり
駆動系の電源がオンにされ、ドアスイッチセンサ６０４がそれを検知することから、この
ドアスイッチセンサ６０４から、ドアスイッチのオンの情報を受けてジャムの解除が行な
われたことを検出する。
【００６５】
　ジャム解除検出部６０１は、表示制御手段３０９にジャム解除の検出の通知を行う。
【００６６】
　表示制御手段３０９は、電源オフの動作検出、ジョブキャンセルの動作検出、又はジャ
ムの解除の検出の通知をうけて、表示手段３１２に、図４に示すような、定着部４２に白
紙の用紙を通紙してのクリーニングモードの実行を行うか否かの選択画面を表示させる。
【００６７】
　ユーザは、操作表示部３１０を使用して、表示手段３１２に図４に示すクリーニングモ
ードの実行を行うか否かの選択画面を確認し、入力手段３１１により定着部４２のクリー
ニングを実行するか否かを入力する。
【００６８】
　制御手段３００は、ユーザのクリーニングモードの実行の選択を受けて、内部に持つ不
揮発性メモリなどの記憶手段（不図示）にクリーニングモードの実行を記憶し、電源オフ
又はジョブのキャンセルの動作検出の場合には、ユーザにより詰まった紙を取り除くなど
されることでジャムの解除が行われ、定着部４２がレディ状態になった後に、記憶手段を
参照しクリーニングモードの実行の情報があれば、給紙手段３０１に白紙の用紙を給紙さ
せ、搬送経路を通して、定着部４２に該白紙の用紙を通紙し定着部４２のクリーニングを
行う。また、ジョブの解除の検出の場合には、用紙がセットされたり温度が一定温度に上
昇したりすることで、用紙の通紙が可能になり定着部４２がレディ状態になった後に、制
御手段３００は、給紙手段３０１に白紙の用紙を給紙させ、搬送経路を通して、定着部４
２に該白紙の用紙を通紙し定着部４２のクリーニングを行う。
【００６９】
　次に、本実施形態に係る画像形成装置における定着部４２のクリーニングモードの実行
の動作の流れを図６を参照して説明する。図６は本実施形態に係る画像形成装置における
定着部４２のクリーニングモードの実行のフローチャートである。
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【００７０】
　ステップＳ１０１：センサ３０８は、搬送経路に配置されたセンサを用いてジャムが発
生したかを検出する。ジャムが発生している場合にはステップＳ１０２に進み、ジャムが
発生していない場合にはクリーニングモードの実行の動作を終了する。
【００７１】
　ステップＳ１０２：制御手段３００は、定着部４２のニップ部に用紙があるか否かを検
出する。用紙がある場合にはステップＳ１０３に進み、用紙がない場合にはクリーニング
モードの実行の動作を終了する。
【００７２】
　ステップＳ１０３：電源オフ検出部６０２は、画像形成装置において電源オフの動作を
検出する。電源オフの動作が検出された場合にはステップＳ１０４に進み、電源オフの動
作が検出されない場合にはステップＳ１０７に進む。
【００７３】
　ステップＳ１０４：表示制御手段３０９は、表示手段３１２にクリーニングモードを実
行するか否かの選択画面を表示させる。
【００７４】
　ステップＳ１０５：制御手段３００は、クリーニングモードの実行が選択されたか否か
を判断する。クリーニングモードの実行が選択された場合にはステップＳ１０６に進み、
クリーニングモードの実行が選択されない場合にはステップＳ１０８に進む。
【００７５】
　ステップＳ１０６：制御手段３００は、定着部４２がレディ状態になったか否かを判断
する。レディ状態であればステップＳ１０７に進む。
【００７６】
　ステップＳ１０７：制御手段３００は、白紙の用紙を通紙することでクリーニングモー
ドを実行する。
【００７７】
　ステップＳ１０８：制御手段３００は、画像形成装置の電源をオフする。
【００７８】
　ステップＳ１０９：ジョブキャンセル検出部６０３は、ジョブのキャンセルの動作を検
出する。ジョブのキャンセルの動作が検出された場合にはステップＳ１０８に進み、ジョ
ブのキャンセルの動作が検出されない場合にはステップＳ１１０に進む。
【００７９】
　ステップＳ１１０：表示制御手段３０９は、表示手段３１２にクリーニングモードを実
行するか否かの選択画面を表示させる。
【００８０】
　ステップＳ１１１：制御手段３００は、クリーニングモードの実行が選択されたか否か
を判断する。クリーニングモードの実行が選択された場合にはステップＳ１１７に進み、
クリーニングモードの実行が選択されない場合にはステップＳ１１２に進む。
【００８１】
　ステップＳ１１２：制御手段３００は、ジョブをキャンセルする。
【００８２】
　ステップＳ１１３：ジャム解除検出部６０１は、ジャムの解除を検出する。ジャムの解
除が検出されない場合にはステップＳ１０３に進み、ジャムの解除が検出されない場合に
はステップＳ１１４に進む。
【００８３】
　ステップＳ１１４：表示制御手段３０９は、表示手段３１２にクリーニングモードを実
行するか否かの選択画面を表示させる。
【００８４】
　ステップＳ１１５：制御手段３００は、クリーニングモードの実行が選択されたか否か
を判断する。クリーニングモードの実行が選択された場合にはステップＳ１１９に進み、
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クリーニングモードの実行が選択されない場合にはステップＳ１１６に進む。
【００８５】
　ステップＳ１１６：制御手段３００は、ジョブを継続処理する。
【００８６】
　ステップＳ１１７：制御手段３００は、定着部４２がレディ状態になったか否かを判断
する。レディ状態であればステップＳ１１８に進む。
【００８７】
　ステップＳ１１８：制御手段３００は、白紙の用紙を通紙することでクリーニングモー
ドを実行する。
【００８８】
　ステップＳ１１９：制御手段３００は、定着部４２がレディ状態になったか否かを判断
する。レディ状態であればステップＳ１２０に進む。
【００８９】
　ステップＳ１２０：制御手段３００は、白紙の用紙を通紙することで定着部４２のクリ
ーニングを実行する。
【００９０】
　以上のように、電源オフ操作又はジョブキャンセル操作が検出されたときに、即時に定
着部４２のクリーニングを行うクリーニングモードを実行するか否かの選択画面が表示手
段３１２に表示され、ユーザはどちらかを選ぶ必要がある。これにより、電源オフ又はジ
ョブキャンセルの前に、確実にクリーニングモードを実行するか否かが決定されるため、
電源オフ又はジョブのキャンセルにより自動的にクリーニングモードがキャンセルされて
しまうことを回避することができる。また、ジャムの解除を検出したときにも、直ちにク
リーニングモードを実行するか否かの選択画面が表示手段３１２に表示され、ユーザはど
ちらかを選ぶ必要がある。これにより、次のユーザが他のジョブを実行しようとしたとき
に、ユーザの意に反して定着部４２のクリーニングが実行されることを回避することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】本発明に係る画像形成装置の概略的構成の模式図
【図２】定着部材におけるジャムの発生を説明するための図
【図３】本発明に係る画像形成装置の機能を表すブロック図
【図４】クリーニングモードを実行するか否かを選択する画面を説明するための図
【図５】第１の実施形態に係る画像形成装置におけるクリーニングモードの実行のフロー
チャート
【図６】第２の実施形態に係る画像形成装置におけるクリーニングモードの実行のフロー
チャート
【符号の説明】
【００９２】
４１　画像形成部
４２　定着部
１０２　入口センサ
１０３　出口センサ
３００　制御手段
３０１　給紙手段
３０４　排紙手段
３０８　センサ
３０９　表示制御手段
３１０　操作表示部
３１１　入力手段
３１２　表示手段
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６０１　ジャム解除検出部
６０２　電源オフ検出部
６０３　ジョブキャンセル検出部
６０４　ドアスイッチセンサ

【図１】 【図３】
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